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令和７年度シティプロモーション事業業務委託仕様書 

 

「シティプロモーション事業業務委託」に係る仕様については、以下に定めるとおり

とする。  

 

１  業務の目的  

（１）業務の目的  

 当町は急激な人口減少に直面しており、地域の活力維持と持続可能なまちづくり

が喫緊の課題である。本業務では、町内外の多様な人々とのつながりを創出し、観

光・交流・移住促進を通じて「関係人口」の増加を図ることを目的とする。町の魅力

を効果的に発信し、地域との継続的な関わりを生むシティプロモーションを展開す

ることで、地域経済の活性化と未来へつながる人の流れを生み出す。  

（２）業務の名称  

  令和７年度シティプロモーション事業業務委託  

（３）履行期間  

  契約日の翌日から令和８年３月１９日（木）  

 

２  業務の仕様  

（１）東伊豆学生サミットの開催  

 東伊豆町と連携協定を結んでいる大学の学生、町内で活動している大学の学生及

び町内出身の大学生の活動を中心に町内外に広く活動を配信・議論する場の開催。 

（２）ホームページ「東伊豆通信」を作成・利用した情報発信  

  ホームページ又はＳＮＳを活用した情報発信。また、域内関係人口創出による人材

確保、関係人口を増加させ親密度を高めるため活動を実施。  

（３）ダイロク通信の発行  

  町内で実施された各種イベント情報や地域で活躍する人材の紹介等、町内に存在

する魅力ある資源について情報発信。  

（４）本業務に係る情報発信  

  上記（１）～（３）の情報について広く周知することで、域内関係人口の更なる拡

大と密度の向上。  

（５）上記事業に対する効果検証  

 

３  業務の実施体制等  

 受託者は契約締結後、本業務における作業項目と役割分担、スケジュール、実施体制

等を記した「プロジェクト計画書」を作成し、委託者に提出すること。  

 

４  秘密の保持  

 受託者は、本業務により知り得た秘密を他に漏洩してはならない。秘密の保持につい
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てはプロジェクト計画書に記載された管理責任者のもと管理を徹底し、万全の措置を

講じるものとする。  

 

５  その他の事項  

（１）本業務における個人情報の取り扱いについては、別紙『シティプロモーション事

業業務委託に係る個人情報取扱特記事項』による。  

（２）受託者は、本業務を遂行するに当たり、追加提案等があれば委託者に提案するこ

とができる。但し、別途費用が発生する場合には、その旨を事前に報告するものと

する。  

（３）本仕様書に定めることのほか、業務を遂行するに当たり疑義が生じたときは、そ

の都度委託者と協議を行った上で対応するものとする。  
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別 紙  

シティプロモーション事業業務委託に係る 

個人情報取扱特記事項 

 

第１ 基本的事項  

 受託者は、この契約による業務を処理するための個人情報を取り扱うに当たっては、

個人の権利利益を侵害することのないよう、個人情報の適正な取り扱いに努めなけ

ればならない。  

第２ 取得の制限  

 受託者は、この契約による業務を処理するための個人情報を取得するときは、適法且

つ適正な方法により取得しなければならない。  

第３ 安全管理措置  

 受託者は、個人情報漏洩、滅失または毀損の防止、その他個人情報の適切な管理のた

めに必要な措置を講じなければならない。  

第４ 従業者の監督  

 受託者は、その従業者に個人情報を取り扱わせるに当たっては、当該個人情報の安全

管理が図られるよう、当該従業者に対する必要な監督を行わなければならない。  

第５ 再委託の禁止  

 受託者は、委託者の同意がある場合を除き、個人情報の取り扱いを第三者に委託して

はならない。  

第６ 複写又は複製の禁止  

 受託者は、委託者の同意がある場合を除き、この契約による業務を処理するため委託

者から提供された個人情報が記録された資料等を複写し又は複製してはならない。  

第７ 資料等の廃棄  

 受託者は、この契約による業務を処理するため委託者から提供を受け、又は受託者自

らが作成した若しくは取得した個人情報が記録された資料等を、この契約終了後直

ちに廃棄するものとする。但し、受託者が別途指示したときは、その指示に従うもの

とする。  

第８ 目的外利用・提供の禁止  

 受託者は、委託者の同意がある場合を除き、委託業務以外の目的のために個人情報を

自ら利用し、又は提供してはならない。  

第９ 取扱状況の報告等  

 委託者は、必要があると認めるときは、個人情報の取扱状況を受託者に報告させ、又

は自らその調査を行うことができる。  

第 10 事故発生時における報告  

 受託者は、この契約に違反する事態が生じ、又は生じる恐れがあることを知ったとき

は、直ちに委託者に報告し、委託者の指示に従わなければならない。  


